
0 ・R・サ・ロ・ン・. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .・・ 0 ・ R.s ・ a ・ 1 ・0 ・ n

コンビュータと OR

当学会では，隔月 1 r旦l程度，会員の自由参加による座談会 rORサ

ロン J を催しています.昨年 12月 5 日に開かれた第 4 同ORサロン

には，約20名の方々が参加しました.その内容は…・・

ORいまむかし?

A コンピュータというと，すぐ座席予約といわれるの

ですが，私のところで、は，共同利用的な意味で，パッチ，

リモート・パッチ，それにオンラインの会話形式など，

いろいろなことをやって，ぎりぎりまでアベイラピリテ

ィをあげるようなことを，現在， 目標にしています.

私は，もともと OR屋で，今でも OR屋のつもりで，

コンビュータが 1%くらいで，残りの99%はORである

と思っていますが，そのほうが，コンピュータを使うと

き，効果的であるという信念をもっています.

私が最初に計算機を使ったのは，手ではとてもできな

い組合せ論的な問題で，その次に，多変量解析のような

もの，あとは，数学パズルみたいなもの…目ーですね.今

好きな仕事は， DP関係の計算と多変量解析です.

B 私が会社に入りました 11年くらい前には，すでにO

R室がありまして，かなり OR活動をやっていたわけで、

す.私自身は，コンピュータ部門に入り 2 年くらい後

にOR グループに移り，若干OR的な仕事をしてきまし

Tこ.

私のところは，販売・生産・輸送の 3 分野で，かなり

OR的な問題があって LP，シミュレーション，統計

解析…ー，一般的な手法は，なんでも手がけてきたつも

りです.

当時は， コンピュータの性能も，今と比べるとあまり

よくないし， ソフトウエアも非常に弱かったですね.

昼間は，だし、Tこし、事務処理に使ってますから，中規模

の LP の問題を解くのでも， また， GPSS を使ったち

ょっと複雑なモデルのシミュレーションにしても，一晩

かかって，よく徹夜しました.ただ，当時と今とで，非

常に立場が違うのは， iiーはそう L 、う苦労をしたけれど，

問題をかかえている人と筏な接触をもてたこと.今は，

コンビュータが非常に発達しすぎて，もっぱら，モデル
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作りに専念できるという面はいいのですが，いろいろな

人，いろいろな問題と接触する機会が減ったのは，さび

しいともいえます.

いわゆる教科書的なORの問題はつのセクション

でやらなくても，問題をかカ通えているセクションでかな

りのことができるようになってきており，ずいぶん， 0

R というのは普及しているんじゃなし、かという気がしま

す.

C 計算センターの立場からのOR的な仕事といいます

と 2 種類ありましてつは委託研究のような形で，

OR的な問題をモデルを作って結果を出していこうとい

うものと，もう l つは，ソフトウエアの開発があります.

ただ，計算センターとし、う立場ですと，ほとんど自分

から問題を発掘するとし、うわけではないということと，

外部から依頼された仕事はやるけれども，その後のフォ

ロー・アップ。みたいなことがないということで，ちょっ

とさびしい感じがするわけです.

それから， ソフトウエアを作るほうですが， LP ，シ

ミュレーション，それに組合せ的計算も，かなりぼう大

な計算時聞を要する分野に入ると思うので， ソフトウエ

アをできるだけよくして早くしようとし寸話になって，

…，目・実際に自分で使うつもりは全然ないけれども， プロ

グラムを作るということで，なにか， どこかにひっかか

っているみたし、な気がしてならないんですね.

D 43年に入りまして，ずっと本社勤めです.私が入る

前には， OR グループとし、う人たちが非常に活躍したと

聞いていますが，私が入りましたころは，コンピュータ

に近い情報システムとし、う部門と，他にもう 1 つの部門

でOR関係の仕事をしていました.

私は，情報システム部にL 、ますが，その中に， OR的

な要素が入るシステムがし、くつかありまして，また，他

の部から OR的な仕事の依頼がある場合には，私たちが

それに対応するという形になっています.

製鉄所のほうでは， ORの技法というか，管理技法を
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使い，かつコンピュータを用いるという事例は多いので

すが，本社では，あまり，そういうのはありません.製

鉄所では，小形のLP とか，スケジューリング関係とか

だし、ぶ， ORを使っているようですが，今までの資料を

見ますと，シミュレーション関係のことが非常に多いと

いう印象があります.

たとえば，各製鉄所で，原料，製品などの輸送の計画

など，いろいろあるわけですね.私個人で，実際に使っ

ているものは，やはり LPですね. LPは使いやすいと

いうか， LPにしてしまえばそれなりに動くという面が

あると思いますね.実際に，半年に l 度くらいの原料の

最適配分というようなことも，まずLPで出発いたしま

して，他のいろいろなものを参考にして，現実の実行の

計画を作っているわけです.

その他，新交通システム関係のシミュレーションが盛

んに行なわれておりますし， DPなどもやられているよ

うです.

コンビュータからORへ

E 38年に入社し，大学で数学を一応勉強したことにな

っているのですが，会社に入りましたら，なにか新しい

分野をやってみたいと思っていました.

当時，シミュレーション言語で SIMSCRIPT という

離散系のシミュレーション言語が，日本では，紹介がさ

れたか，されなかったくらいだったので、す. コンピュー

タもし、し、ものが入っていたしこれを勉強するように勧

めてくれた上司にめぐまれましたので人で勉強をは

じめたわけです.

そこで，はじめて，状態をあらわすエンティティ (En­

tity) ，アットリピュート (Attribute) ，セット (Set)それ

に状態の変化をあらわすイベント (Event) という言葉を

知り，たった 4 つのこれだけの概念で森羅万象が全部記

述できる，と.おおげさにいえば(笑い).

とにかく，この SIMSCRIPT を使うことによって，

空間的に動く航空機のシミュレーションをうまく行なえ

たのです，羽田の国際空港の問題でしたが. γ ミュレー

ションを行なっていて，統計と確率の勉強を必要に迫ら

れてはじめたので、すが，いつのまにか統計がおもしろく

なって，企業のいろいろな問題と統計との結びつけとい

うことをやるようになりました.

最近の例では，部品を外注するとき，回帰分析で，見

債ることができるようになり，外注先とも合理的な折衝

をして，役に立ったわけで、す.非常に単純で平凡な手法

が，企業の問題に真に結びつくと，非常に役に立つとい

うことがわかり，今は， コンピュータからORへという

1976 年 3 月号

気持です.

F 49年に入社して，今， OR用のデータ・ベースの開

発をしてL 、ます.

手法を使うほうなんですが，実際，最適化の手法など

では，使ってみなければわからないというものがあると

思います.手のこんだ方法が， うまくし、かなくて，簡単

な方法のほうが， うまくいったというようなことが一，

たとえば， j直接探索とか，そういうものを使ったほうが

うまくし、った例が...

G 私は， OR用の道具というか，コンピュータにのせ

るようなOR用の道具を作って，売りたし、と考えている

わけです.今，非線形の最適化のパッケージを作ってい

ます.

H 道具と需要というのは，両方向に影響のあるもので，

LP だと不必要と思われるくらいでかし、規模のものも気

軽に使うわけですね.非線形プログラミングだと，逆に

道具がそろっていないせいか，非常に小さなものでやる

わけですね.ですから，非常にいいパッケージができれ

ば， LPみたいに使うことがあるのかもしれませんね.

I 現在一番思っておりますことは，役所の機能の中に

おける OR グループの位置づけという問題と， OR とい

う分析の仕事の生かし方なんですね. コンヒ。ュータはO

R関係だけでもかなりの時聞を使っておりますが，サプ

の機関では，それなりに役に立っていると思っています.

しかし，役所全体のOR とコンピュータという点から

して，本当に有効に使われ， うまく役立てられているの

だろうかということになりますとまだまだです.

それから大型のシミュレーション・モデルなどで感じ

ることでして，コンピュータでやらないと，どうしても

できないものは仕方がないと思うのですが，手作業に近

い範囲で問題を基本的に解くことがより望ましいことも

少なくありません.したがって，限られた時間とマンパ

ワーの中のOR作業ですから，コンビュータに振りまわ

されないよう，コンピュータをうまく使うようにしなけ

ればいけないと思っております.

J 私は，研究所にいまして，社内の経営計画の問題と

か，生産管理の問題といったものをやっています.私ど

ものところは， コンピュータ・メーカーでありますので，

ソフトの開発もやっておりますしまた，一方では，自

分のところのコンビュータを一生懸命使って，ユーザー

としても，いろいろやっております.

ただ， OR グループというような職制はございません

が，それに類するようなことを，いくつかの研究所など

で行なっております.さきほど，ご意見がございました

けれども，現場のほうに役立てようと思うと， ミクロな

実用性を重んじたモデル，ないしはシステムを作らない
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といけないし，一方では，上のほうに役に立つようなマ

クロなものという対応ができれば，本当はいいのではな

いかということで，今，仕事を進めようと思っておりま

す.

問題の本質へのアプローチは?

H 本質というのは，だいたい簡単なところにあるとい

うことは確かだと思いますが，そこに達するまで、は，相

当無駄な複雑なことをやらなければならないのではない

かな，とも思います.

コンビュータと OR というときに， コンビュータカLな

ければ，もう OR というのは，いまやほとんど不可能に

なっているのかもしれない ところが，一方では，コン

ピュータがあるために，簡単な本質を見抜くことができ

なくなっているのかも(笑L 、).

必要以上に複雑にさせてしまって，むしろ自分自身で

自分の目をおおうようなことをやっているという意味

で， コンピュータがORの警になっているという面もあ

るのかもしれない.

有用な側面の話，少し害になっている面，それに， コ

ンヒ。ュータとし、う大規模な，非常に金のかかるシステム

を，効率よく使うためにORを使うという話もあるでし

ょうね.

K 私は， ORに20年前に入ったわけで、すが，当時はお

金もなかったので， コンビュータを使わずに済む工夫は

なし、かと苦労しました.今でもコンビュータを使わない

でORの作業を行なうのは， OR屋の腕の見せどころだ

と思っています.昔は，問題を解決しなければ，いっさ

い役に立たないということが優先でしたが，今は，コン

ヒ。ュータのほうが，重く見られ，問題解決のほうが，な

んだかぽかされているというふうな感じすらもっている

わけです.

L 私は21年からずっとコンサルタントをやってきまし

たが，お得意先は，みんな中小企業なんです.会社から

仕事をいただきますと，単身そこにいって仕事をやりま

す.そして，必ず，部長級で委員会を作ってもらう.ど

んな問題でも委員会を作ってもらってやりますと結果を

必ず実行していただけるんです.

現在の日本の中小企業では，本当に， OR というとい

やがるんですね.そこで，私は，いつも， r上考方J，す

なわち， r上手な考え方J とし、う言葉を使うのです.

し、かと思って，在来の，信頼性なり，マルコフなり，シ

ミュレーションなり，プログラムなり，いろいろなもの

を，それから探すのです.そこで，探す場合に，たくさ

んの研究発表がなければ意味ないのです.

経営科学などの雑誌も全部読み， うんと勉強するので

すが，わからないところがありますね.しかし，そうい

う，いろいろな理論というのは必要ですね.理論がなけ

れば，もう発達はありません.私，そう思います.

M いま， 80歳の方の，本当のORを使っていらっしゃ

る方の大変L、いお話しを聞かせていただいたのですが，

私もはじめて，コンビュータを使ったのが， 18年くらい

前ですか.

実際に，シミュレーション結果にもとづいて，夕、ム，

揚水発電所を作ったとか，工場の建設に役だったとかい

う例はあるのです. ところが，今の仕事の面では，ビジ

ネス計画というものをはじめると， OR らしきものが出

てくるのですが，前の事例のように，問題がわかってい

て，すべての条件を決めることができる，ないしは，統

計的にわかっているというような事例でないのですね.

環境が変わってしまったり，予測が違ったりすると，

全部くずれてしまうとし寸条件の中で，プランをしし

かも，それを評価していくというのに，どうしても，経

験と勉強しなければいけないのですが，かかえている問

題を， OR的な考え方で，いわゆる教えてくれる人です

ね，そういうようなことをしていくことができれば， 0

R というものには，無限の宝庫があるのではないかと思

うのですよ.

というのは，市場の動き，または相手の出方を読みき

れない.しかも，タイミングも読みきれない場合には，

まったく，その対抗策をf乍るのに，タイミングを失うわ

けですね.ですから，モデルを作る場合に，いろいろな

リスクさえも， うまく入れていくことができれば…….

L なにか決めようとすると，必ず，なんらかの反対意

見があるわけですね.この反対意見を必ず要因の中に入

れるわけなんです.反対する人の言葉を，式になおして，

数値化するのです.そうすると，反対意見があると，そ

の問のどこをとったら，最適になるか，計算をすればで

てくるわけなのですからね.ですから，必要にして，か

っ充分な要因を探すのが大切ですね.

OR(こ寄与するコンビュータは?

また，私はコンビュータは必要だから使うだけです N 古いかもしれないのですけれど，私の経験では計算

あるプログラムがあって，それに合うような仕事はない 機を使うときには， LPにしても，シミュレ{ションに

かと探すのではなくて，自分が仕事をもっていて，ある しでも規模が大きいから，データを全部ほおり込んで，

ところまでいくと，これを解決するのに使える研究はな 時聞をかけて答えがでてくる.解いた時点には，もう，
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現象が全然違うところにいっている，条件が変わってい

るということがよくありました.計算機は，そういう時

代をすでに通りすぎて，タイム・シェアリングのような

方法で， リアノレ・タイムの問題をどんどん取り扱ってい

るわけです.

さきほどのような問題についていいかえれば， OR の

子法にもこのような工夫が必要と忠われます.

。 さきほどの，タイミングとリスクのお話しですが，

数値を附与する段階で，なかなか自信をもった数値が与

えられないのではなし、かと思います.やはり，なんらか

の調査にもとづいたデータ・ベース的なものを整備して

試行錯誤を試みることが必要になるのではないて、しょう

か.

それから，私の今の仕事の，データ・センター・サー

ビスの中で，応用プログラムを開発したり，あるいは，

外国から導入したり，それを保守，整備して，お客さま

に，プロダタション・サーピスを提供し，売上げを伸ば

そうとしているのですが，既存の各プログラムに対して，

いろいろな追加，改良の希望，要請をそのまま受け入れ

ていますと，終わりがないし，投資効率も悪いような気

がするわけです.

ですから，どこかで，コンビュータ化の線を引し、て，

それをどう使うかということをOR的センスで考えるほ

うが先で、はなし、かというふうに思います.

A それは，まったくおっしゃるとおりで，私は，計算

センターにおりますが，計算センターの人たちが，し、か

にORの対象にしている問題を知らなし、かと，常に痛切

に感じております.

タッフを20人くらい用意しており，できれば，チームを

組んで、仕事をしてもらいたいということを盛んにいって

し、ました.

日本の場合は，数学の式が出てくる前の， フィーノレド

・ワークが，不足していて，いきなり数学を以に出され

る感じが強いから，現場にいる方としても，それに対し

ての拒絶反応が大きいのではないか，という印象が非常

に強いですね.

B いろいろな人の意見を聞くというのは，非常にいい

ことで，それが当然なのですが，その人たちを全部チー

ムに入れてしまうと，組織が大きくなって，事が行なわ

れなくなりますね.最近，デュポンで行なっている方法

なのですが，チームは，アナリストの役目をして，一言

いいたい人は，アセッサーとして必要なときだけアナリ

ストから意見を求められるというプロジェクトの進め方

があります.アナリストとアセッサーがチームといえる

かもしれませんが，アセッサーというものが，組織の中

に入っていないのを見ると，多くの人の意見を聞くが，

組織はなるべく小さくしておいたほうがうまくいくとい

うような一例だと思います.

P アメリカ人的な考えでいくと，はじめ，おおまかな

意見を聞いて，誠実さで積み上げて，できたものに，不

平をいわせないということですね.その点で，日本人は

できてから，これは，僕には使えないとか，そういう意

見がずいぶんでるのではないで、しょうか.

たとえば，因子分析が全部役に立つとは限りませんが， 第 4 回ORサロン: íコンビュータと ORJ 出席者

相当の分野で役に立つことは，事実です.ですから，役 目時昭和50年 12月 5 日 18時-20時

に立たないのもありますし役に立つものもあると，そ 出席者市瀬国輿(新日鉄)・小野勝章(小野勝章事務所)・

れは，やってみなければわからない.で，なにをそうい 河越康全(防衛庁)・小池将貴(三菱電機)・小島光造(エ

う時にやらなければならないかというと 3 年くらい， マーズ)・佐々木浩二(目立)・菅津喜男(日大)・恒川純

フィーノレド・ワ{クを盛んに行なうわけです. 古(日科技研)・伯野慶三(伯野技術士事務所い橋本茂可

そのフィールド・ワークの分量によって， コンビュー (東レ)・星野義・(協栄計算センター)・松田寿子(日本

タが役に立つような状態ができるかどうかで、すね.役に アイ・ビー・エム)・三鶏武(国鉄)・森口繁一(東大)

立つようにするためには，はじめから役に立つものがあ 研究普及委員会森下啓造(日本アイ・ビー・エム)・fJl

るかどうかわからないので，より分けるということ，特 理正夫(東大)・武田俊男(日本アイ・ビー・エム)・山内

に，人間の組織を，技術集団を作りあげるということ 慎二(NHK)

が，非常に強い決め手になると思います.それから，ピ 記録武田俊男・山内慎二

ンチに立ちいたったときに，相談できる相手をたくさん

つくっておくことですね.

P 今，大学の計算センターにいますが，南カリフォル

ニア大およびその他の大学に 4 年ほどいまして，昨年日

本に帰ってきた者で、す.その時の先生がベノレマン*やホ

ワイト料という方々で， OR屋さんとして，彼ら自身ス

1976 年 3 月号

* 出カリフォルニア大学工学部教授
** 南カリフォルニア大学工学部教授兼ロスアンセール
ス・カウンティー・ホスピタル医学部教授
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